
２０１６年度 早稲田大学教員免許更新講習 シラバス

講習の概要 学習指導要領総則では指導計画等作成にあたって配慮すべき点として学校図書館

の利活用を図り生徒の学習・読書活動を充実させることを挙げています。この指針を

受けて本講習では、学校図書館を利用して授業を行うための方法を学びながら、本学

教育学部学生読書室を「学校図書館」とみなして図書館資料を利活用してワークショ

ップ形式で授業プラン作りを体験し、相互評価して情報共有を図っていくものです。

講習計画

（時間割）

9:30-10:20 オリエンテーション、講習の目的と目標、作業概要、教育学部学生読書

室見学（雪嶋担当）

10:20-10:30 休憩

10:30-12:00 ブレインストーミング、グループ編成、読解方法、ＰＬＵS モデルの学習、

グループディスカッション、テーマ設定、資料案内（須永・雪嶋担当）

12:00-13:00 昼食

13:00-14:30 グループワークによる指導案作り（雪嶋・須永担当）

14:30-14:40 休憩

14:40-16:00 グループワークによるプレゼン作成（雪嶋・須永担当）

16:00-16:10 休憩

16:10-17:00 プレゼン、相互評価（雪嶋・須永）

17:00-17:10 休憩

17:10-17:50 レポート作成

17:50-18:00 まとめ

教科書（受講生

の方に購入、持

参いただくもの）

書 名 出 版 社 価 格

J.E.ヘリング著、須永和之訳

『学校図書館でまなぶインターネット活用

法』

日本図書館協会 2200 円（税別）

参考文献 書 名 出 版 社 価 格

その他 教科書は一般の書店では入手が難しいですが、amazon.jp では購入できます。

または、日本図書館協会の出版物注文サイトでもご購入いただけます。

http://www.jla.or.jp/publications//tabid/87/pdid/p11-0000000432/Default.aspx

講師から受講者へ

のメッセージ

学校図書館を使った授業では、資料や情報を探すことが強調されますが、今回の講

義では、テーマの決め方、資料の探し方、見つけた情報の読解方法、発表の仕方、

自己評価の方法について、実践に役立つエッセンスをワークショップ形式で討議しな

がら、参加者全員で学んでみたいと思います。意欲を引き出す雰囲気を作り出したい

と思っています。新しいことを学ぶ楽しさを味わってください。

講習名 【8052】学校図書館を活用した授業プラン作り

担当講師 雪嶋 宏一（教育・総合科学学術院 教授）、

須永 和之（國學院大學 教授）

講習方式 対面講習

教科 共通

主な受講対象 中学校・高等学校・中等教育学校 教諭

開講日 平成 28 年 8 月 5 日 講習時間 9:30－18:00

認定試験日 平成 28 年 8 月 5 日 試験方法 講習内で課題・レポート作成

認定試験の際の

持込可否

認定試験は行いません。


